
もI\'iJ じものを使用しているが， これは反射式信号俊とも呼ばれ

ている。

(2) 腕木式信号俊 (semaph ore s ign al ) 位の上部に長方形絞

(一般に腕または腕木と L 、 L 、，主信号機と従属信号館告では若干そ

の形がlf~なっている)を設け， その形状と着色とにより信号機

の鑑別を表わし， 昼間は腕の関係位置によって信号を現示し，

夜間は(絞状信号館員と問機， 腕のみでは信号の確認が困難で

あるから)腕木に取付けてある色|眼鏡を通して くる灯の色によ

って，信号を現示するものである。腕木式には上向二位式， 下

向二位式， 上向三位式および下向三位式があるが，国鉄では二

位式は下向き， 三位式は上向きを使用している，二位式の現示

は腕の水平位債を停止信号(遠方信号憾では注意信号). 腕左 F

l匂 45. の位置を進行信号としている。また三位式の現示は腕の

水平位低を (';'Jヒ信号， 左上向 45. を注n信号，上向垂直の位位

を進行信号としている。腕木式f言号機のィ主問の貌示は停止信号

は赤色灯 ， 注意信号は燈黄色灯，進行信号は緑色灯である。

(3) 灯光式信号後(1igh t signal) 昼夜を通じて光力の~tい

灯光を使J11して ， その色またはその配 2 色灯式(多灯型)

列によって信号を現示するものである。

図欽において信号滋として使用されてい

るのは色灯式と灯列式とである。

ア 色灯式信号後 (color light signal) 

停止信号を赤色灯， 注意信号を燈黄色

灯，進行信号を緑色灯により現示する。

その方法として各色別ごとにレソズと灯

とを備えた多灯形信号惨と . 1 つのレ γ

ズと灯をもっていて，その前回で色ガラ

スを操作し， 信号を現示する1:ji灯型信号

織 (sea rch ligh t s ignal ) とがある。多灯

型， lji灯型ともに二位式と三位式とがあ

る。多灯型の信号機は自動閉塞区間にお

もに使用され， 単灯w!は連動iJI羽~区|甘lで

使月1 されている。

イ 灯列式信号後 (pos i t ion light sigｭ

nal) 2 伯1以上の白色灯を用い， その配

列により信号を現示するものである。幻

列式信号機は昼間日光の員長轡を受けて，

信号般の説示の見通しを阻害されやすい

ので，長大な見通し~g維を必弘、とする均

合は大形となる。よ ってなるべく長い兄

通し距離を必要としないときにのみ使IIJ

される。国鉄で使用しているのは入換信

号俊 ・ 地上中継信号機 ・ 誘導信号機等で

ある。

3 繰縦方i去による分類

機械式と電気式とに大別される。 機械

式は信号機の腕とてこの聞を鉄索で結び，

扱者がてこを反位にすることにより鉄泌

が号 |かれ， 信号機の腕を降下させるもの

である。m:気式はてこを反位にするカ‘あ

るいは開IU~総を閉じることによ っ て. j.: 
号陸自の腕をíliJJかす íl1 íllJJ t設に電流を流し，

illiJf乍させるかまたは継電総を介していず

れかの灯を点灯させる方法のものである。

(1) 自動の信号機 (a utoma tic signall 

凶器信号殴 ( block s igna l ) ともいわれ，

信号機
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信号機
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4 灯列式信号峨

良

匂

じようちしん

列車自身で軌道回路を介して自動的に信号現示を制御するもの

である。このように取扱者はいなく と も信号繊の防護区域内に

連続した軌道回路があって，その信号現示が軌道回路を介し，

列車で自動的に制御される信号機を自動の信号惨と い う。

自動の信号様はこのように取扱者がなく列車 I~I f;j;: で信号の!JiI.

示をかえるものであるので， これが停止信号を!JiI.示している場

合はっき.の 2 つが考えられる。

ア 信号館員の防護する区間に先行の列車または車両の存在す

る場合。

イ 信号機の俄榊に故障がある場合n

アの場合は防護区威内の支障物がなくなれば，自動的に進行

を指示する信号~示に変化し，支障はないが， イの湯合はいつ

まで待っても進行を指示する信号現示に変ることにはない。他

方信号践が停止信号を現示しているとき ， 信号機が故障である

のか，閉塞区間に列車または車両があるかを確認する方法も困

難であるから. I~I~信号織の停止信号現示に対しては 3 分間

停車すれば，信号 E見示の変化がなくとも 1 5km/h 以下の速度で

進入してもよいようになっている。

このように停止信号説示の閉塞信号般に対しては， いったん

停車の上，制限速度をもって進入してもよいと認められている

ので， 許容信号後 (permissi ve s ignal) とし 、 う。

(2) 手動の信号彼 自動の信号機に対して取扱者が操縦する

信号践を手動の信号機と いう。

(3) 半J'iillJJの信号後 自動の信号機でも停車場情内の信号惨

などは， 討I~I句作業のつごうで停止信号にしておきたいことがあ

る。そのため日動の信号僚と同級に， 連続した軌道回路を介し

て列車により自動的に制御される機併をもっていて，なおかつ

取扱者も操縦することのできる信号機がほしくなってくる。こ

のような信号般を半自動の信号後 (semiautomatic s ig n al ) とい

この信号機は級者の意思によって停止信号となし得られ，閉

塞信号後とは異なり 絶対信号機 (absolute s ignal)であるので，

停止信号現示のときは誘導される以外これをこえて進行するこ

とはできない。

(4) 間接制御の信号機 電気信号機のうちにはその内方の信

号俊が動作することによ って， 外方の信号機を操作するものが

ある。このように取扱者の取扱うてこもなく ， 他の信号繊の動

作によって間接に操縦される信号機を間嬢制御の信号後という。

電気途方信号践がその例である。

(5) 準半自動の信号組員 連動閉塞区間の場内信号緩や自動復

帰\l苦をつけた信号機等は，その信号機の進路の一部に設けられ

た軌道同路等に列車が進入したことにより ， 自動的に停止信号

現示となり，また取扱者も操作できる信号畿であるが，半自動

の信号館員のようにてこが反位にある間は，連続した軌道回路を

使って ， 信号|畿の防護区間に列車または車両の有無に よ って信

号現示がJ'i動的に変化するものではなく ， 再度進行信号を現示

させるためには，てこを引き直す必姿があるので， その走塁が多

少違っている。これを半自動の信号機に準ずる信号燦とし 、 う。

(6) 保留式 (s t ick system) と非保留式 (non-st i ck system) の

信号機 手!ff)Jのい号践では信号機の復{立(停止信号現示とする

こと) 失念による事故を，防止するこ と ができないため， 列車が

進行を指示するもn手呪示により ， その内カに進入すると自動的

に停止信号gUiミとなり，取扱者がてこを引き直すまでは， その

まま停止 1，，1号を~示せしめておく裟置とした信号機がある。こ

れを保留式 f，}号位置といい， これに対してこの装i泣のないものを

非保留の信号俊と L 、 う。
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